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l.研究の概要

( 1 )機械化作業体系の計画設計

a 水田作などの機械化作業体系について，パーソナルコンピュータを用いて計画設計するプ

ログラムを開発した。入力部で 機械施設の諸元・能率・価格および各農作業の作業日，

作業人数などをインプットすると 作業体系を作成し，出力部で，作業体系一覧表，負担

面積，機械利用時間，労働時間，作業日程図および機械経費一覧表を印刷できるものであ

るO

b. 機械施設の諸元・価格などは，前もって，データベース (dBASE1Iによる)に記録して

おき，適時参照できるようにした。

C 作業自程を作成する場合に，複数の作業期間にいくつかの農作業を行なういわゆる複合作

業については，線形計密法を用いて最適値を求めて，作業日程表を作成した。

d. 今後は，データベースの充実と適用範囲の拡大をはかる予定である O

( 2 )機械化作業体系の省エネルギー

a 上記のプログラムにエネルギーに関する情報処理を加えることにより 作業体系全体とし

ての省エネルギーを検討ーできるシステムを作成した。

b.耕うん機体系， トラクタ体系，パインダ体系，コンパイン体系を種々解析し，耕うん機ま

たは中形のトラクタとパインダの組合せが最もエネルギー消費が少なく，コンパイン体系

では，乾燥に要するエネルギーが大であることなどが数量的に明らかにされた。

( 3 )農業機械施設の自動化

a ライスセンタ一等の自動化設計のために，マイコンによるシーケンス制御シミュレータを

製作した。ディレーパルスの導入により 論理式による設計を容易にできるようにした。

b. トラクタ等のトルクを簡便に測定するために ワンボードマイコンを用いた位相差方式ト

ルク測定装置を製作し，その適用可能性を明らかにした。

(4 )ベクトルによるトラクタ力学の CAI

トラクタの力学解析において ベクトルを用いた三次元解析を行ない あわせてグラフィク表

示を用いた教育用ソフトウェアを作成した。使用パソコンは， NEC-9801である O

( 5 )その他

重粘土壌における耕うん抵抗に関する実験研究を開始し，今後数年簡をかけて，粘土含有量，

含水率，たい肥混入などの影響を明らかにしていく予定である O
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